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11. アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受

工作機械の主軸用スラスト軸受には，アキシアル剛性の高

い5629及び5620タイプ（接触角60°）と，内部仕様の最

適化により，高速化・低温度上昇を図ったアルテージシリー

ズHTA U（A）タイプ（接触角40°，30°）があります。

1 特長と形式

A 2B
間座  C 間座  D

5629，5620シリーズ HTAOU（A）DB，HTA9U（A）DBシリーズ 

ズ 高速化対 ズ 換 推

軸受の形式 

初期接触角   60°   40°，30° 

保持器材質 

軸受の特長 

互換性 

樹脂成形保持器，積層フェノール樹脂，高力黄銅鋳物もみ抜き 高力黄銅鋳物もみ抜き 

複式スラストアンギュラ玉軸受から組合せアンギュラ玉軸受への置き換えは，軸及びハウジングの寸法 
がそのままの同一スペースで間座CをDに変えるだけで可能になります。 

5629シリーズ 
5620シリーズ 

HTA9UDBシリーズ 
HTA0UDBシリーズ 

複式スラストアンギュラ玉軸受 高速・アキシアル用組合せアンギュラ玉軸受 

A寸法＝2B寸法 

両方向のアキシアル荷重を支持でき，接触角が大
きいため，アキシアル方向の剛性が高い。構造上
グリース潤滑の立軸には適しません。 

複式スラストアンギュラ玉軸受を組合せアンギュ
ラ玉軸受シリーズとしたもので幅寸法が異なりま
す（下図参照）。接触角を40 ，゚30 と゚したため，
複式スラストアンギュラ玉軸受（60 ）゚に対して
高速性は増しますがアキシアル剛性は小さくなり
ます。 

表11.1  アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受の形式

これらのアキシアル荷重用アンギュラ玉軸受は同じ内径と外

径をもつ複列円筒ころ軸受NN30，NN49またはNNU49タ

イプと組合せて使用されます。
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2 標準保持器形式

3 呼び番号

軸受形式 フェノール樹脂もみ抜き保持器 高力黄銅鋳物もみ抜き保持器 

5629
5620

HTA9U (A)
HTA0U (A)

－ 
－

HTA920U～HTA934U
HTA007U～HTA034U

562920～562964 
562005～562064

HTA936U～HTA964U
HTA036U～HTA064U

注：保持器形式については予告なしに変更する場合があります。詳細はNTNまでご照会下さい。 
 

表11.2 アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受標準保持器

内部すきま記号　GN：普通予圧 
　　　　　　　　GM：中予圧 

内径番号（寸法表参照） 
　Mなし：テーパ軸小径形（例562020→内径φ100） 
　Mあり：テーパ軸大径形（例562020M→内径φ103） 
 

軸受形式 

寸法系列記号 

精度等級記号　P5：NTN5級 
　　　　　　　P4：NTN4級 

562 0 20M / GN P4

精度等級記号　P5：JIS 5級　P4：JIS 4級 
　　　　　　　L：アキシアル荷重用外輪外径公差品 

内部すきま記号　GL：軽予圧　GN：普通予圧　GM：中予圧 

組合せ記号　DB：背面組合せ（2列） 
　　　　　　DTBT：並列背面組合せ（4列） 
 保持器記号　記号なし：標準保持器 
　　　　　　T2：ポリアミド樹脂成形保持器 
　　　　　　L1 ：高力黄銅鋳物もみ抜き保持器 
 接触角記号　記号なし：40° 
　　　　　　A：30° 
 

内径番号（寸法表参照） 
 

軸受形式（アルテージシリーズ） 
 

寸法系列記号 

軸受形式 

材料記号　5S：転動体の材料がセラミックス 
　　　　　記号なし：軸受鋼 

5S - HTA 0 20 U A T2 DB / GL P4L
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4 複式スラストアンギュラ玉軸受の精度

呼び軸受内径 
 

d 
 
mm

   平面内平均内径の寸法差∆dmp 
及び内径の寸法差∆ds 

 

5級 4級 

18
30
50

80
120
180

250
315

30
50
80

120
180
250

315
400

2.5
3
4

4
5
6

7
9

5
5
6

7
8

10

13
15

3
3
5

5
6
6

8
10

5
5
6

6
8
8

10
13

4
4
5

5
6
7

8
9

8
8
8

9
10
11

13
15

0
0
0

0
0
0

0
0

－   300
－   400
－   500

－   600
－   700
－   800

－   900
－1 000

0
0
0

0
0
0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0

－  5
－  6
－  7

－  8
－10
－12

－15
－18

－  6
－  8
－  9

－10
－13
－15

－18
－23

を超え 以下 

アキシアル振れ 
 

Sia

上 下 上 下 
5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

横振れ 
 

Sd

単位：μm

幅不同 
 

VBs

5級 4級 
最大 

軸受高さの寸法差 
 

∆Ts

5級 4級 
上 下 

表11.3  内輪

表11.4  外輪

呼び軸受外径 
 

D 
 
mm

平面内平均外径の寸法差∆Dmp 
　　及び外径の寸法差∆Ds

5級 4級 

30
50
80

120
150
180

250
315
400

50
80

120

150
180
250

315
400
500

8
8
9

10
10
11

13
13
15

4
4
5

5
5
7

8
10
13

同じ軸受のdに 
対する∆Bsの許 
容差による。 

5
6
8

8
8

10

11
13
15

  2.5
  3
  4

  5
  5
  7

  7
  8
10

－30
－40
－50

－60
－60
－75

－90
－110
－120

－40
－50
－60

－75
－75
－90

－105
－125
－140

を超え 以下 

外径面の振れ 
 

SD

上 下 
5級 4級 
最大 

アキシアル振れ 
 

Sea

5級 4級 
最大 

単位：μm

幅不同 
 

VCs

5級 4級 
最大 
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呼び軸受外径 
 

D 
 
mm 5級

30
50
80

120
150
180

250
315
400

50
80

120

150
180
250

315
400
500

  2.5
  3
  4

  5
  5
  7

  7
  8
10

5
6
8

8
8

10

11
13
15

同じ軸受のdに対 
するBsの許容値 
による。 

5
5
6

7
8

10

10
13
15

8
10
11

13
14
15

18
20
23

0 
0 
0

0
0
0

0
0
0

－  7 
－  9 
－10

－11
－13
－15

－18
－20
－23

を超え 以下 

アキシアル振れ 
 

Sea

上 下 
4級2

0 
0 
0

0
0
0

0
0
－ 

－  6 
－  7 
－  8

－  9
－10
－11

－13
－15
－ 

上 下 
5級 4級 
最大 

単位：μm

幅不同 
 

VCs

5級 4級 
最大 

組合せ幅の 
寸法差 
 
ΔCs

全等級 

2 4級に適用する外径の寸法差∆Dsの許容差は平均外径の寸法差∆dmpの許容差と同じです。 
　 直径系列0に適用します。 
備考1. この規格はNTN規格です。 

平面内平均外径の寸法差 
∆Dmp 

及び外径の寸法差 
∆Ds

5級L 4級L2

－25
－30
－36

－43
－43
－50

－56
－62
－68

－36
－43
－51

－61
－61
－70

－79
－87
－95

上 下 

表11.6  外輪

5 高速・アキシアル荷重用組合せアンギュラ玉軸受の精度

呼び軸受内径 
 

d 
 
mm

平面内平均内径の寸法差 
 

∆dmp

5級 4級 1

平面内内径不同 
 

Vdp

直径系列 9

18
30
50

80
120
150

180
250
315

30
50
80

120
150
180

250
315
400

6
8
9

10
13
13

15
18
23

5
6
7

8
10
10

12
14
17

5
6
7

8
10
10

12
14
18

4
5
5

6
8
8

9
11
12

3
4
5

5
7
7

8
9

12

2.5
3
3.5

4
5
5

6
8
9

8
8
8

9
10
10

11
13
15

4
4
5

5
6
6

7
8

10

5
5
6

6
8
8

8
10
13

3
3
5

5
6
6

6
8

10

0
0
0

0
0
0

0
0
0

－  6
－  8
－  9

－10
－13
－13

－15
－18
－23

0
0
0

0
0
0

0
0
0

－  5
－  6
－  7

－  8
－10
－10

－12
－14
－16

を超え 以下 

上 下 

アキシアル振れ 
 

Sia

上 下 上 下 

直径系列 0

平面内平均 
内径の不同 

Vdmp

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

5級 4級 
最大 

横振れ 
 

Sd

1 4級に適用する内径の寸法差∆dsの許容差は平均内径の寸法差∆dmpの許容差と同じです。 
　 直径系列0に適用します。 

単位：μm

呼び軸受内径 
 

d 
 
mm

組合せ幅の 
寸法差 
∆Bs

18
30
50

80
120
150

180
250
315

30
50
80

120
150
180

250
315
400

を超え 以下 

単位：μm

幅不同 
 

VBs

0
0
0

0
0
0

0
0
0

  2.5
  3
  4

  4
  5
  5

  6
  8
10

5
5
6

7
8
8

10
13
15

－240
－240
－300

－400
－500
－500

－600
－700
－800

5級 4級 5級 4級 
最大 

表11.5  内輪
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アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受の初期すきまあるいは

初期予圧量は，使用される潤滑方式，最高回転速度，必要ア

キシアル剛性等を加味して選定する必要があります。予圧の

選定についてはグリース潤滑，エアオイル潤滑共許容回転速

6 標準予圧量

内径番号 
5629

普通予圧 
GN

中予圧 
GM

5620 HTA9UDB HTA9UADB HTA0UDB

普通予圧 
GN

中予圧 
GM

普通予圧 
GN

中予圧 
GM

普通予圧 
GN

中予圧 
GM

普通予圧 
GN

中予圧 
GM

HTA0UADB

普通予圧 
GN

中予圧 
GM

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

44

48

52

56

60

64

内径番号 

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

44

48

52

56

60

64

390
｛40｝ 

685
｛70｝ 

1 270
｛130｝ 

980
｛100｝ 

1 960
｛200｝ 

1 270
｛130｝ 

2 450
｛250｝ 

1 770
｛180｝ 

3 450
｛350｝ 

  885｛90｝   1 670｛180｝ 

  2 450｛250｝   4 900｛500｝ 

685
｛70｝ 

147
｛15｝ 

294
｛30｝ 

   294｛30｝    685｛70｝ 

785
｛80｝ 

490
｛50｝ 294

｛30｝ 
590
｛60｝ 

980
｛100｝ 

1 670
｛170｝ 

685
｛70｝ 

1 270
｛130｝ 

490
｛50｝ 

885
｛90｝ 

1 570
｛160｝ 590

｛60｝ 
1 470
｛150｝ 980

｛100｝ 1 960
｛200｝ 

1 470
｛150｝ 

2 450
｛250｝ 

1 470
｛150｝ 

2 450
｛250｝ 

1 960
｛200｝ 

2 940
｛300｝ 

2 450
｛250｝ 

3 900
｛400｝ 

2 940
｛300｝ 

4 400
｛450｝ 

3 900
｛400｝ 

5 900
｛600｝ 

  4 900｛500｝   7 350｛750｝ 

1 960
｛200｝ 

3 250
｛330｝ 

2 450
｛250｝ 

3 900
｛400｝ 

2 940
｛300｝ 

4 400
｛450｝ 

3 900
｛400｝ 

5 900
｛600｝ 

980
｛100｝ 

1 670
｛170｝ 

1 270
｛130｝ 

2 450
｛250｝ 

1 960
｛200｝ 

3 450
｛350｝ 

3 450
｛350｝ 

5 900
｛600｝ 

3 900
｛400｝ 

6 850
｛700｝ 

4 900
｛500｝ 

8 850
｛900｝ 

5 900
｛600｝ 

11 800
｛1 200｝ 

1 470
｛150｝ 

2 450
｛250｝ 

1 960
｛200｝ 

3 450
｛350｝ 

2 940
｛300｝ 

5 400
｛550｝ 

3 900
｛400｝ 

7 350
｛750｝ 

4 900
｛500｝ 

9 300
｛950｝ 

6 850
｛700｝ 

12 700
｛1 300｝ 

8 850
｛900｝ 

10 800
｛1 100｝ 

15 700
｛1 600｝ 

17 700
｛1 800｝ 

885
｛90｝ 

1 960
｛200｝ 

980
｛100｝ 

2 450
｛250｝ 

1 470
｛150｝ 

3 450
｛350｝ 

2 450
｛250｝ 

4 900
｛500｝ 

3 450
｛350｝ 

6 850
｛700｝ 

3 900
｛400｝ 

7 850
｛800｝ 

5 900
｛600｝ 

11 800
｛1 200｝ 

単位：N｛kgf｝ 
表11.7  標準予圧量

度範囲内では普通予圧（GN）での使用が可能ですが，アキシ

アル剛性必要時，主軸の発熱を抑えたい時等，NTNまでご照

会下さい。アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受の標準予圧量

を表11.7に示します。



アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受については表11.8のは

めあいを推奨します。軸受の高精度を維持するためには，主

軸－内輪内径にしめしろを与えることが重要です。アキシア

ル荷重用アンギュラ玉軸受のハウジングのはめあいについて

は，通常円筒ころ軸受と共に使用されることから，円筒ころ

軸受ハウジング部と同一公差で使用します。

■軸受組立後の外輪外径同軸度の確認
主軸のアキシアル振れを抑えるためには，アキシアル荷重

用アンギュラ玉軸受の外輪同軸度の管理が重要です。技術解

説（6. 軸受の取扱い　2 軸受の組込み）の項を参照に図

11.1の外輪同軸度の測定と管理を実施下さい。
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呼び軸受内径　 
d 
mm

内輪と軸のはめあい 

    2.5
  10
  18

  30
  50
  80

120
180

10
18
30

50
80

120

180
250

0～2T
0～2T
0～2.5T

0～3T
0～3.5T
0～4T

0～5T
0～6T

を超え 以下 

単位：μm

備考1）狙いは中央値としてください。 
　　2）dmn値が75×104を超えるような高速の場合は，
　　　　しめしろを増やす必要がありますので，NTNに 
　　　　ご照会下さい。 
　　　　T：しまりばめ 

表11.8  軸のはめあい

7 アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受のはめあい

アキシアル荷重用アンギュラ玉軸受は一般にグリース潤滑

またはエアオイル潤滑で使用されます。各潤滑方法の推奨仕

様は以下のようになります。

■グリース潤滑
¡推奨銘柄

技術解説（7. 軸受の潤滑　1 グリース潤滑）の項参照

下さい。

¡推奨グリース封入量

dmn値≦65×104

寸法表記載の空間容積の15％

dmn値＞65×104

寸法表記載の空間容積の12％

¡推奨グリース封入方法

技術解説（6. 軸受の取扱い　1 軸受の洗浄とグリース

封入作業）の項参照下さい。
特記事項：5629／5620シリーズは高力黄銅鋳物もみ抜き
保持器を使用しているため，グリース潤滑条件，立軸で使用
すると片側保持器が転動体にぶら下がり焼損に到る可能性が
あります。樹脂保持器を採用しているHTAシリーズまたは油
潤滑（循環給油も含む）の採用を推奨します。

8 推奨潤滑仕様

図11.1 同軸度

外輪同軸度の測定 

■エアオイル潤滑
¡推奨ノズル位置

技術解説（7. 軸受の潤滑　2 エアオイル潤滑推奨ノズ

ル位置）の項を参照下さい。

¡推奨ノズル仕様

ノズル穴径φ1～φ1.5，ノズル数1本／軸受ノズル穴

長さは穴径の4～6倍

¡推奨エアオイル仕様

オイル仕様　スピンドル油粘度グレードISO VG 10～

32（32を推奨）

表11.9 エア仕様及び給油量

推奨 
エア量 
＊NL/min 

 

軸受形式 

HTA9U (A)

HTA0U (A)

5S-HTA0U (A)

dmn値（×104） 

を超え 以下 

～  100

100  ～  125
0.03

8

5
20～40

1ショット 
の噴射量 

mL

給油 
間隔 
min

0.23

0.36

給油量 
mL/h

＊NL／min（ノルマルリットル／毎分）…NLは0℃，1気圧での体積 
　を意味する給気量 


